
 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふじ組の様子 No.4 

皿を持つと、 

注ぎやすいね！ 
このぐらい 

食べられるかな？ 

一歩踏み出すのが 

難しいよね～。 

どんな色の 

花が咲くかな？ 

サンタクロースを 

作ったよ！ 

あったか～い！ 

みかんの皮って 

いい匂いだね♪ 

もっと 

降ってほしいね！ 

袋のまま 

食べられるんだね。 

当番での、給食の注ぎ分けが始まりました。最初は、注いでいくうちにこぼすこともありましたが、食缶の上に皿を持って来て注ぐと良いことに

気付き始めています。また、友達がどのぐらいの量を食べられるのかを考えながらしていくうちに、「どのぐらい？」などと子ども達同士での会話がう

まれています。 

 運動会や発表会で自信をつけ、今までしていなかった新しい遊びに挑戦する様子が見られるようになりました。また、フリージアを園庭に植え
たことで、戸外に出る度に「ここに植えたんだよ！」と水やりをし、自分が植えた花に愛情をもって接していました。 

 クリスマスに向けた制作をすると、制作で作ったスノードームに興味をもったり、クリスマスが近づいてくるにつれて、何を頼んだのかを話したりし
ていました。また、戸外では、みかんを浮かべたお湯で手を温めながら遊ぶことで季節の移り変わりを感じました。 

 雪が降った日は、寒さも気にせずテラスに出て大喜びでした。友達の頭に乗った雪を見て笑いあったり、「向こうの車に雪が積もってる！」と気
付いたりと、子ども達にとっては雪も様々な遊びや発見に変わります。また、救給カレーを頂いた時には、災害についての話をしました。様々な

話の中で、子ども達なりに災害について考えるきっかけになっていたようです。 


